
 

 

学位被授与者氏名 土谷 裕紀子（つちや ゆきこ） 

論文題目 新選組をめぐるファンコミュニケーションの現在 

論文審査結果の要旨 

 

 

 

 

本論文は論文形式を確実に守り、論理的に事例の比較検討が進められて

いる。中間発表時点で指摘された点に真摯に向き合い、新選組をめぐる創

作史をまとめた点が評価できる。また資料収集においても多くの成果がみ

られる。１点目は、文献収集のみならず現地調査のなかで資料収集を重ね

たことによりノート・絵馬といったメディアの利用を具体的に提示した点

である。２点目は、mixi に注目することで、ソーシャルメディア時代の幕

開けにおける新選組受容のあり方を可視化した点である。その一方で、集

めた資料が存分にいかしきれていない部分もある。また新選組の事例研究

が、物語・キャラクターの消費分析、ファンの受容実態動向の分析といっ

た点を通して、どのようによりひろい大衆文化研究につながっていくのか

という点への言及が物足りない。そうした広がりを予感させるテーマだけ

に今後に期待したい。 

平成 28 年 2 月 24 日に、北九州市立大学北方キャンパス本館 E313 教室に

おいて審査委員全員出席のもとで最終試験を実施して、学力を確認し、質

疑応答ののち、全員一致で当該論文が修士（比較文化）として十分な内容

であると判定した。 

 

 


